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特集　～地域を守る～
　　　　　　「消防団活動」

総務政策だより

上下水道だより

まちからのお知らせ
　人間ドックを受診してみませんか？
　　　　　　　　　　　　　ほか

掲示板
　国民年金の加入方法について
　　　　　　　　　　　　　ほか

まちのできごと
　夏のこどもを守る運動対策会議
　　　　　　　　　　　　　ほか

ゆら部～ Yura Love ～

町長日記、文化財めぐり

2025年９月カレンダー

※（　　）内は前月比です。

由良町の

人口と世帯
令和７年７月末現在

 4,912（－17） 4,912（－17）

 2,556（－４） 2,556（－４）

●人　口 …●人　口 …

●世帯数 …●世帯数 …

 うち 男性 2,438（－８） うち 男性 2,438（－８）
 うち 女性 2,474（－９） うち 女性 2,474（－９）

　
皆
さ
ん
は
「
消
防
団
」
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
ご
存

じ
で
す
か
？

　
消
火
活
動
以
外
に
も
様
々
な
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　
由
良
町
消
防
団
は
町
が
設
置
す
る
組
織
で
、
所
属
す
る
消
防
団
員

150
人
（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
）
は
、
普
段
そ
れ
ぞ
れ
農
業
、
漁

業
、
商
工
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
っ
た
様
々
な
職
業
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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　消
防
団
の
活
動

　
消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
発
生
時
な
ど
の
有
事
と
平
時
に
分
か
れ
ま
す
。

　
昨
年
、
町
で
は
３
件
の
火
災
が
発
生
。
火
災
が
発
生
す
れ
ば
、
団
員
は
昼

夜
を
問
わ
ず
現
場
に
急
行
し
、
消
防
士
が
到
着
す
る
ま
で
の
初
期
消
火
を
開

始
し
ま
す
。

　
同
時
に
、
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
住
民
へ
の
声
か
け
な

ど
、
手
分
け
し
て
住
民
を
災
害
か
ら
守
り
ま
す
。
消
防
士
が
到
着
す
る
と
、

指
示
に
従
い
、
消
火
活
動
や
交
通
整
理
な
ど
を
続
け
ま
す
。

　
ま
た
、
台
風
な
ど
の
風
水
害
発
生
時
に
は
、
河
川
の
警
戒
や
土
の
う
積

み
、
避
難
誘
導
な
ど
の
水
防
活
動
の
ほ
か
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
活

動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
７
月
末
の
津
波
警
報
発
表
時
に
は
、
町
内
各
地
に
あ
る
水
門
、
陸
閘
を
閉

じ
る
た
め
に
迅
速
に
行
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
平
時
の
活
動
は
、
有
事
の
際
に
迅
速
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
こ
と
で
す
。
ポ
ン
プ
等
の
操
作
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
消
火
を
行
う

際
の
水
源
と
な
る
消
火
栓
や
た
め
池
な
ど
の
場
所
の
把
握
も
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
を
守
る
た
め
に
定
期
的
に
器
具
の
点
検
や
実
放
水
に
よ
る
消

火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
応
じ
た
訓
練
を
班
単
位
で
行
う
こ
と
に

よ
り
、
団
員
間
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
春
と
秋
に
は
火
災
予
防
運
動
を
、
冬
に
は
年
末
警
戒
と
し
て
町
内

の
見
回
り
を
し
て
い
ま
す
。

出初式での行進

衣奈林野火災（平成30年３月）

り
っ
こ
う

本部

本部団員

由良分団

第１班（畑） 第１班（大引） 第１班（三尾川）

第２班（中・門前） 第２班（神谷） 第２班（衣奈①）

第３班（横浜） 第３班（吹井） 第３班（衣奈②）

第４班（阿戸） 第４班（戸津井）

第５班（南）

第６班（網代）

第７班（江ノ駒）

第８班（里）

第５班（小引）

白崎分団 衣奈分団
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特 集特 集
　

団
長
の
思
い

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

由
良
町
消
防
団
に
は
多

く
の
団
員
が
所
属
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
班
に
よ
っ
て
は
若

者
だ
け
で
な
く
、
中
堅

の
団
員
で
も
出
動
経
験

が
少
な
く
、
ポ
ン
プ
操

法
等
の
技
術
の
継
承
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
活
動
内
容
は

消
火
活
動
よ
り
も
、
台

風
等
の
風
水
害
時
や
先

日
の
津
波
警
報
発
表
時
な
ど
、
水
防
団
と
し
て
の
活
動
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
30
年
以
内
に
起
こ
る
確
率
は
80
％
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
が
消
防
団
の
一
番
大
事
な
使
命

で
す
。
そ
の
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
も
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
・
消
火

技
術
の
継
承
が
今
後
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

由
良
町
を
み
ん
な
で
守
る

　
災
害
発
生
直
後
は
地
元
の
消
防
団
や

地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
災
害
対

応
を
行
い
ま
す
。
消
防
団
が
こ
れ
か
ら

も
ま
ち
の
安
全
を
守
り
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
。
由
良
町
消
防
団
は
、
町
内
在

住
・
在
勤
で
、
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
団
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た

ら
、
ま
ず
は
活
動
を
見
学
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　団
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

　
里
村
伸
治
さ
ん
（
49
）
は
、
自
営
業
を
営
み
な
が
ら
、
横
浜
班
の
班
長

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
由
良
町
に
戻
り
家
業
を
継
い
だ
頃
に
、
入
団

の
勧
誘
を
受
け
、
何
か
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
入
団
を
決
意
。
以
降

23
年
に
わ
た
り
、
横
浜
班
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
14
年
前
に
班
長
に
な
っ
た
頃
は
、
周
り
に
は
自
分
よ
り
も
年
上
の
団
員

も
多
く
、
本
当
に
自
分
に
班
を
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
今
で
は
団
員
と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
体
制
を

整
え
、
消
防
車
の
点
検
や
区
内
の
見
回
り
も
、
団
員
と
と
も
に
し
て
い
ま

す
。

　
「
近
年
は
火
災
の
出
動
以
外
に
も
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
出
動
が
増

え
て
お
り
、
豊
富
な
知

識
が
求
め
ら
れ
る
。
火

災
だ
け
で
な
く
、
台
風
、

地
震
な
ど
様
々
な
災
害

に
対
す
る
知
識
を
身
に

付
け
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
役
に
立
て
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
た
い
。
」

と
話
し
ま
す
。

　

課
　題

　
全
国
的
に
多
く
の
消
防
団
が
、
な
り
手
不
足
や
若
者
の
地
元
離
れ
に
よ

る
後
継
者
不
足
で
、
団
員
の
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
団
員
の
若
返
り
が
図
れ
ず
、
高
齢
化
が
進
む
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
経
験
値
と
い
う
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
現
場

に
お
け
る
体
力
面
に
お
い
て
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
新
た
な
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

片山 弘 団長
（平成12年入団、令和４年から団長に就任）

かたやま ひろむ
里村 伸治 班長

（平成14年入団、平成23年から班長に就任）

さとむら しん じ

（人）
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横
浜
班
の
班
長

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
由
良
町
に
戻
り
家
業
を
継
い
だ
頃
に
、
入
団

の
勧
誘
を
受
け
、
何
か
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
入
団
を
決
意
。
以
降

23
年
に
わ
た
り
、
横
浜
班
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
14
年
前
に
班
長
に
な
っ
た
頃
は
、
周
り
に
は
自
分
よ
り
も
年
上
の
団
員

も
多
く
、
本
当
に
自
分
に
班
を
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
今
で
は
団
員
と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
体
制
を

整
え
、
消
防
車
の
点
検
や
区
内
の
見
回
り
も
、
団
員
と
と
も
に
し
て
い
ま

す
。

　
「
近
年
は
火
災
の
出
動
以
外
に
も
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
出
動
が
増

え
て
お
り
、
豊
富
な
知

識
が
求
め
ら
れ
る
。
火

災
だ
け
で
な
く
、
台
風
、

地
震
な
ど
様
々
な
災
害

に
対
す
る
知
識
を
身
に

付
け
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
役
に
立
て
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
た
い
。
」

と
話
し
ま
す
。

　

課
　題

　
全
国
的
に
多
く
の
消
防
団
が
、
な
り
手
不
足
や
若
者
の
地
元
離
れ
に
よ

る
後
継
者
不
足
で
、
団
員
の
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
団
員
の
若
返
り
が
図
れ
ず
、
高
齢
化
が
進
む
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
経
験
値
と
い
う
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
現
場

に
お
け
る
体
力
面
に
お
い
て
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
新
た
な
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

片山 弘 団長
（平成12年入団、令和４年から団長に就任）

かたやま ひろむ
里村 伸治 班長

（平成14年入団、平成23年から班長に就任）

さとむら しん じ

（人）

特 集
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開催場所：由良町役場周辺

　町では、令和７年１月１日に町制施行70周年を迎えたことを記念し、様々な記念

事業を実施しています。

　この記念すべき節目を、町民の皆さまとともに世代を超えて交流を深め、地域のに

ぎわいを創出する機会とするため、下記の日程で記念イベントを開催します。皆さま

のご来場をお待ちしています。

名称：ゆらふれあいフェスティバル（ゆらフェス）
　　　（主催　由良町制施行70周年記念イベント実行委員会）
日時：11月２日（日）午前10時から
場所：由良中学校・由良町役場周辺
内容：音楽を中心としたステージイベントとマルシェ
　　　テレビ和歌山「復活！！カラオケ道場」の公開収録
                                      （番組は１か月後に放送予定）

問　総務政策課（TEL 65－1801）

藪下将人（町出身シンガーソングライター）
福嶋　勲（町出身バリトン歌手）
由良ゆら（町観光大使）
＃よーよーよー（由良ゆらさんが所属するアイドルグループ）
由良女声合唱団
ゆらこども園園児
海上自衛隊呉音楽隊　ほか

「ゆらふれあいフェスティバル」
町制施行70周年記念イベント町制施行70周年記念イベント

マルシェ出店者募集について
「ゆらふれあいフェスティバル」「ゆらふれあいフェスティバル」

店舗① 店舗②

2700mm

5400mm

2700mm 3600mm

問　総務政策課（TEL 65－1801）（メール soumu@town.yura.lg.jp）

マルシェ出店者募集

　出店料・出店区画
出 店 料：無料
出店区画：１店舗　間口2,700ｍｍ×奥行3,600ｍｍのテント
　　　　　（5,400ｍｍ×3,600ｍｍのテントの半分）
貸出備品：机２台（1,800ｍｍ×600ｍｍ）、イス２台、店舗看板
　　　　　※ キッチンカーでの出店も可能

　出店条件
・町に主たる店舗や工場（生産）がある事業者・移動販売事業者
・その場で調理が必要な飲食物を提供する場合は、露店営業許可証のコピーを
　提出可能な事業者
・必要に応じて、保健所や消防の指示に従える事業者

　申し込み方法
　出店を希望される場合は、次の必要事項を記載のうえ、メール又は電話でお
申し込みください。
① 店舗名（ブース看板名）
② 販売物・メニュー
③ 担当者名
④ 担当者連絡先
⑤ メールアドレス
※町商工会員の皆さまは、町商工会にお申し込みください。

締切日

９月26日
（金）

の開催についての開催について

記

出演予定

歌おう！聴こう！
ゆらフェス！

総務政策総務政策
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　町では皆さまに下水道への接続をお願いしています。

　下水道は、見えないところで私たちの安全・安心な生活を支えています。

下水道についてのご案内

問　上下水道課（TEL 65－1804）

下水道の役割は？

下水道の接続状況は？

下水道に接続するメリットは？

上下水道

その１　町をきれいにする
　私たちが家庭で使用して汚れてしまった水
は、家の下にある排水管を通って下水道に流れ
ていき、下水処理場に運ばれます。下水道を
通って処理場まで運ばれることで汚水が直接町
内を流れず町が清潔に保たれます。

その１　生活環境の向上
　汚水をすぐに流していくため臭いが残らず、よ
り衛生的で快適な生活が送れます。また、くみ取
り式では、洗濯や台所からの排水はそのまま側溝
や川に流すため、下水道に接続することで町の環
境を守ることにつながります。

その２　維持管理などの負担軽減
　下水道の維持管理は町で行うため、くみ取り式
や浄化槽の点検や清掃などの定期的に必要な維持
管理が不要になります。

その３　支払い費用の軽減（浄化槽の場合）
　浄化槽の場合、法定検査（年１回）・保守点検
（年３～４回）・清掃（年１回）・電気代（常
時）・修繕費・その他消耗費が必要となります
が、下水道の場合だと接続時にかかる工事費用と
毎月の使用料のみになります。

その２　周囲の環境を守る
　下水処理場に流れてきた汚水は消毒などの処
理が行われ、きれいになった状態で海や川に戻
されます。

　もし下水道がなければ、汚水がそのまま海や川に流され、水質汚染などが原因で魚などの生物への悪影響や、
悪臭などの環境悪化につながります！

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

　町が整備した下水道を利用するためには、各ご家庭で下水道への接続をしていただかなければ利用できませ

ん。現在町内で下水道利用可能なご家庭のうち、実際に下水道に接続していただいている割合は63.0％（令和７
年３月時点）です。他のご家庭はくみ取り式や浄化槽を利用されています。

下水道への接続のご協力を
お願いします。
詳しくは、上下水道課まで
お気軽にお尋ねください。

広報ゆら 広報ゆら 8
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　町では昨年度に引き続き人間ドック助成事業を行っています。病気は、自覚症状のない状態でも進行して
いる場合があります。人間ドックは、ご自分の健康状態を見直すよい機会となります。病気の早期発見・早
期治療に努めましょう。

国民健康保険に加入されている皆さまへ
人間ドックを受診してみませんか？

問　住民福祉課（TEL 65－0201）

人間ドック受診受け入れ先
健診センターキタデ
脳ドック

ひだか病院
脳ドック

ひだか病院
心血管ドック

8,800円
（自己負担額）（自己負担額）

8,800円
（自己負担額）
6,200円

◆対象者
　国民健康保険に加入している40歳から74歳の方で、国民健康保険税の滞納がない世帯の
方（※人間ドック受診前に国民健康保険を離脱した方は受診できません。）
◆申込・受診方法
　資格情報のお知らせ又は確認書をご用意のうえ、
12月26日までに住民福祉課にお申し込みください。
電話での申し込みも受け付けています。
◆受診期間
　受診券の発行日から令和８年２月27日まで

国民年金の加入方法について
　国民年金は誰もが加入する公的年金です。基本的に日本に住む20歳以上60歳未満のすべての方は、
国民年金に加入する義務があります。加入者は、職業などによって次の３つのグループに分かれてお
り、それぞれ加入手続きが異なります。

◆第１号被保険者
　20歳以上60歳未満の農業者、自営業者、学生、フリーター、無職の方などです。加入手続きは、
ご自身が住民福祉課の窓口又は田辺年金事務所で行います。
◆第２号被保険者
　会社員や公務員などの厚生年金保険に加入されている方です。加入手続きは、勤務先が行います。
◆第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されていて、年収130万円未満の20歳以上60歳未満の配偶者の方です。加
入手続きは、第２号被保険者の勤務先を経由して行います。

問　住民福祉課（TEL 65ｰ0201）
　　田辺年金事務所（TEL 0739ｰ24ｰ0432）

　会社を退職したときは、第２号被保険者から第１号被保険者への変更手続きが必要となりますの
で、早めに手続きをお願いします。

まちからのお知らせ
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自衛官の処遇　生活・勤務環境改善について
〇女性活躍推進のため、女性用区画、女性用トイレ・浴場等の整備をスピード感を持って計画的
に推進中

今年のハロウィンジャンボ宝くじは
１等・前後賞合わせて５億円！

　「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボミニ」が９月19日（金）から全国で
２種類同時発売されます。

〇発売期間は９月19日（金）から10月19日（日）まで、
　抽選日は10月28日（火）

問　（公財）和歌山県市町村振興協会　（ TEL 073-432-1790）

高等工科学校のご案内

問　自衛隊御坊地域事務所（湯川町小松原410-1 丸仁第一ビル１階）
　　　　　　　（TEL・FAX 0738-23-0020）

先行き不透明な現代を生き抜く力を養う。
〇高度なテクノロジー教育を通じて、国際社会でも活躍できる人材を育成する。
〇陸上自衛官としての資質・能力・気力・体力を兼ね備えた人材を目指す。

◇教育・生活・勤務環境の基盤整備
　〇隊舎の女性用区画の整備
　〇女性用トイレや浴場などの生活勤務環境の整備
　〇潜水艦の女性用区画の整備
◇部外カウンセラー招へい、制服の整備
◇生理用品の整備

10月
募集開始

国家公務員として学びながら
収入を得られる

高度な教育と自衛隊訓練の
両立

寮生活で規律・協調性・人間
力を育成

手当　14万円（月額）
学費　無料
　卒業時に高等学校卒業資
格を取得。

学習内容
　一般教養に加え、情報技
術・工学などの高度な教育と
基礎的な自衛隊訓練を実施。

教育方針
　集団生活・訓練・課外活動
を通じて、自立心と豊かな人
間性を養う。

〇ハロウィンジャンボ（１枚300円）
　１等　　　　　　３億円×12本
　１等の前後賞　　１億円×24本
　※当せん本数は発売総額360億円・
12ユニットの場合

〇ハロウィンジャンボミニ（１枚300円）
　１等　　　　　　3,000万円× 50本
　１等の前後賞　　1,000万円×100本
　※当せん本数は発売総額150億円・
５ユニットの場合

令和８年度　日高看護専門学校学生募集

問　日高看護専門学校（TEL 0738-22-1277）（メール　school@hidaka-ns.jp）

♦学校の概要
　学科と修業年限　看護学科（全日制）３年
　定　　　　　員　１学年40人　総定員120人（男女共学）
　入　学　資　格　学校教育法第90条第１項に該当する者（高等学校を卒業した者等）

♦学費

　※１ 令和７年10月１日現在、構成市町（御坊市・美浜町・日高町・由良町・印南町・日高川町）に住所を有する者
　　　 （通学のために一時的に構成市町と異なる市区町村の住所に移転している者を含む。）
　※２ ※1以外の者

♦入学試験の概要

　※３ ※１と同様の住所要件を満たす者
入学検定料
入学試験会場
試験日

願書受付期間

試験科目

受験資格

募集人員

・現代の国語及び言語文化（古文・漢文除く。）
・数学Ⅰ
・英語コミュニケーションⅠ
・面接試験

１．構成市町に住所を有する
　　高校卒業見込みの者※3

２．合格後は必ず本校に入学
　　する者
３．卒業後、御坊保健医療圏
　　で看護師として医療に貢
　　献する意志のある者

20名程度
地域枠

５名程度
社会人

１．高校卒業後３年以上経過
　　した者
２．合格後は必ず本校に入学
　　する者
３．卒業後御坊保健医療圏で
　　看護師として医療に貢献
　　する意志のある者

高校を卒業した者及び、
卒業見込みの者

15名程度
一般

令和７年10月30日（木）～11月６日（木）

令和７年11月19日（水）
日高看護専門学校
20,000円

令和７年12月11日（木）
　　　～12月18日（木）

令和８年１月14日（水）

～看護師を目指すあなたに～

　

入学金
施設整備協力費（入学手続時）
授業料（年間）
実習料（年間）
教科書代、実習服代、実習に係る交通費等

費用名称 費用額

実費

100,000円※1　　200,000円※2

200,000円　
300,000円　
 50,000円　

募集要項
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自衛官の処遇　生活・勤務環境改善について
〇女性活躍推進のため、女性用区画、女性用トイレ・浴場等の整備をスピード感を持って計画的
に推進中

今年のハロウィンジャンボ宝くじは
１等・前後賞合わせて５億円！

　「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボミニ」が９月19日（金）から全国で
２種類同時発売されます。

〇発売期間は９月19日（金）から10月19日（日）まで、
　抽選日は10月28日（火）

問　（公財）和歌山県市町村振興協会　（ TEL 073-432-1790）

高等工科学校のご案内

問　自衛隊御坊地域事務所（湯川町小松原410-1 丸仁第一ビル１階）
　　　　　　　（TEL・FAX 0738-23-0020）

先行き不透明な現代を生き抜く力を養う。
〇高度なテクノロジー教育を通じて、国際社会でも活躍できる人材を育成する。
〇陸上自衛官としての資質・能力・気力・体力を兼ね備えた人材を目指す。

◇教育・生活・勤務環境の基盤整備
　〇隊舎の女性用区画の整備
　〇女性用トイレや浴場などの生活勤務環境の整備
　〇潜水艦の女性用区画の整備
◇部外カウンセラー招へい、制服の整備
◇生理用品の整備

10月
募集開始

国家公務員として学びながら
収入を得られる

高度な教育と自衛隊訓練の
両立

寮生活で規律・協調性・人間
力を育成

手当　14万円（月額）
学費　無料
　卒業時に高等学校卒業資
格を取得。

学習内容
　一般教養に加え、情報技
術・工学などの高度な教育と
基礎的な自衛隊訓練を実施。

教育方針
　集団生活・訓練・課外活動
を通じて、自立心と豊かな人
間性を養う。

〇ハロウィンジャンボ（１枚300円）
　１等　　　　　　３億円×12本
　１等の前後賞　　１億円×24本
　※当せん本数は発売総額360億円・
12ユニットの場合

〇ハロウィンジャンボミニ（１枚300円）
　１等　　　　　　3,000万円× 50本
　１等の前後賞　　1,000万円×100本
　※当せん本数は発売総額150億円・
５ユニットの場合
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夏のこどもを守る運動対策会議開　催

　７月14日（月）中央公民館で、町青少年育成町民会議主催により「令
和７年度夏のこどもを守る運動対策会議」が開催され、御坊広域青少年
補導センター補導主事や区長会長、小中学校関係者ほか24名が出席され
ました。
　会議では、青少年の補導状況及び児童生徒の様子の報告のほか、補導
委員から意見のあった子どもの遊び場の減少について意見交換を行い、
青少年健全育成に携わる団体や地域の方々が連携を深めました。

問　教育課（TEL 65－1800）

問　教育課（TEL 65－1800）

レクリエーション研修会・アウトドア研修会開　催

　６月27日（金）、７月４日（金）レクリエーション研修会が、７月21日（月）アウトドア研修会が、町子
ども会育成連絡会主催により開催されました。
　レクリエーション研修会は旧衣奈小学校体育館、大引コミュニティセンター（旧白崎小学校体育館）で開
催され、町内の小学生と保護者が「ゆうＲＥＣでべその会」指導のもと、キンボールを楽しみました。
　また、アウトドア研修会は白崎青少年の家で開催され、町内の小学４年生から６年生までの児童とジュニ
アリーダー合わせて21名が参加し、カレー作りやスイカ割り、陶芸体験を行いました。

問　教育課（TEL 65－1800）

ゆらっ子ふるさと体験事業！開　催

　７月19日（土）、25日（金）、26日（土）の３日間、由良海つり公園で釣り体験を開催しました。
　小学３年生から中学生までの児童生徒を対象に、ふるさとに愛着を持ってもらうことを目的に体験事業を
実施しており、今年で７年目の開催となりました。
　暑い中での体験となりましたが、サビキ仕掛けの釣竿で小アジを中心に、たくさんの魚が釣れて、とても
賑わいました。

問　産業振興課（TEL 65－3850）

「全国物産館まるかじりJAPAN」にＰＲ特戦隊が初出動！初出動

　７月26日（土）、27日（日）大阪府泉佐野市りんくうアイスパーク芝生広場で開催中の「全
国物産館まるかじりJAPAN」の調理ブースにおいて、ＰＲ特戦隊が今年度初出動して、町特
産品を使用した「冷やしぶっかけあかもくうどん」や「豆アジの唐揚げ」「八朔スカッシュ」
などを販売しました。
　購入いただいたお客様からは、「今度由良町へ遊びに行きます！」「由良町のものはどれも
おいしいですね。」など、うれしい声を聞くことができました。たくさんの方に由良町を知っ
ていただくきっかけとなりました。

　また、26日（土）には「全国物産フェア」も開催され、泉佐野
市と協定を締結している23の自治体が出店し、由良町も初出店し
ました。
　町ブースでは、石井食品（株）が由良町産のにんにくを使って開
発したハンバーグを販売しました。「和風醤油ソース」と「トマ
トソース」の２種類を各300個ずつ販売しましたが、わずか１時
間で完売する盛況ぶりでした。町のにんにくをＰＲする絶好の機
会となりました。
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皆さま
　お元気ですか！？

〇お 名 前 濵﨑　正人さん
〇年 齢　50代
〇ご 職 業　自営業（鍼灸師）
〇お住まい　阿戸区

部員No.113

　

 
次号のゆら部員は…

　～濵﨑さんからのメッセージ～
　いつも練習のお手伝い、ありがとうございます。

　向山　巧海 さん です。

Q　お仕事について教えてください。
A　鍼灸院を開業して30年、おかげ様でやりがいを持っ

て仕事をさせていただいています！

Q　趣味や特技を教えてください。
A　趣味になるのかな（笑）20年以上、中学・少年の
野球指導をしており、今は少年野球の監督をさせて
もらっています。

Q　座右の銘はなんですか？
A　『継続は力なり』

Q　野球指導者としてうれしかったこと
A　教え子が立派に成長している姿を見たとき。
　　高校野球の応援に行くことも楽しみです。

Q　由良町の好きなところは？
A　自然豊かで多くの歴史が残っているところ。

Q　最後に、この広報紙を読まれている方に向けて、
一言お願いします！

A　みんな！一緒に野球しましょう！

はまさき　　まさ と

むかいやま　　たく み

住 民 全 員 顔 見 知 り 作 戦住 民 全 員 顔 見 知 り 作 戦

ゆら部ゆら部ゆら部 ～Yura Love～～Yura Love～
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由良町の文化財めぐり

　
十
一
面
観
音
立
像
は
法
林
寺
観
音
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
室
町
時
代
初
期
の
木
像
で

す
。

　
こ
の
木
像
は
桧
材
の
一
木
造
り
で
、
内

刳
、
彫
眼
の
古
色
仕
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、

頭
髪
、
面
相
、
衣
褶
の
表
現
に
特
色
が
あ
り

ま
す
。
像
高
99
．
２
㎝
、
円
光
背
33
㎝
を
つ

け
る
と
全
高
105
㎝
と
な
り
、
45
㎝
の
蓮
華
座

に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
８
月
は
真
夏
日
が
続
き
、

熱
中
症
響
戒
ア
ラ
ー
ト
が
幾
度
と
な
く
出
ま
し
た
ね
。
９
月
に
入
っ

た
ら
少
し
は
暑
さ
も
和
ら
ぐ
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
気

温
の
上
昇
が
激
し
く
て
、
ど
こ
ま
で
い
く
の
か
な
と
心
配
す
る
毎
日

で
す
。

　
さ
て
、
先
日
国
道
42
号
由
良
町
畑
広
川
町
井
関
間
道
路
改
良
促
進

協
議
会
で
、
大
阪
に
あ
る
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
や
、
東
京

の
国
土
交
通
省
に
要
望
書
を
提
出
し
、
水
越
峠
の
現
状
（
急
こ
う

配
、
急
カ
ー
ブ
、
雨
雪
に
よ
る
通
行
止
め
）
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
現
状
は
地
質
調
査
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
を
踏
ま

え
て
、
早
く
事
業
化
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
10
月
に
も
要
望
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
地
道
な
活
動
を
重
ね
、

改
良
工
事
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
町
民
の
思
い
を
私
が
代
弁

し
て
い
く
こ
と
で
、
国
を
動
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

由
良
町
長
　
山
名
　
実
　

要
望
活
動

木
造
十
一
面
観
音
立
像

所
在
地
：
衣
奈
地
区

も
く
ぞ
う
じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん

の
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

ひ
の
き
ざ
い

い
ち
ぼ
く
　づ
く

う
ち

ぐ
り

ち
ょ
う
が
ん

し
ゅ
う

い
し
ゅ
う
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由良町カレンダー由良町カレンダー

可燃１・資源１の地区 … 横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
可燃２・資源２の地区 … 里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。
　詳しいことについては、住民福祉課（TEL：65－0201）までお問い合わせください。

発行：由良町総務政策課
和歌山県日高郡由良町大字里1220番地の1
URL http://www.town.yura.wakayama.jp/

総務政策課…65-1801　　　　 税務課…65-1802　　　 住民福祉課…65-0201　 産業振興課…65-3850
観光推進室…65-3852　　　　 地域整備課…65-1203　 上下水道課…65-1804　 出納室…65-1205
教育委員会教育課…65-1800　 議会事務局…65-1100

９月号
No.

424

広
報 2025年

● ● ● ●
● ● ● ●
● ●

月

『防災行政無線』
電話確認無料サービス
TEL  ０１２０－００１－６８７

由良町公式LINE

日 月 火 水 木 金 土

可燃１ 可燃２

可燃２

可燃１ 可燃２

可燃１

可燃１

可燃２

可燃１

資源１

不 燃

可燃１可燃１ 可燃２ プラスチック

可燃１ 可燃２

可燃２

可燃２

可燃２

可燃１ 資源２

ゆらっこハート
絵本読み聞かせ&
おしゃべりカフェ
（中央公民館）

３

10

17

24

４

11

18

25

１

８

15

22

29

敬老の日

秋分の日

２

９

16

23

30

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

消費生活巡回相談
（衣奈会館）

粗大ごみ
（大引）

行政相談所
（役場）

親子教室
（白崎会館）

親子教室
（白崎会館）

親子教室
（白崎会館）

親子教室
（白崎会館）

９９

粗大ごみ
（里・門前）

育児相談
（子育て支援センター）

町・県民税第２期分
国民健康保険税第３期分
納期限

固定資産税第３期分
国民健康保険税第４期分
納期限

運動教室
（中央公民館）

運動教室
（中央公民館）
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